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１．はじめに
　日本における英語教育がいま大きな転換期にある。
第一に，2020年度から小学３，４年生に対して「外国
語活動」（年間35コマ）が，また小学５，６年生から「英
語」が教科（年間70コマ）として全面実施されること
になった。現在，小学５，６年生が外国語活動として
歌やゲームを通じて英語を楽しく学び，中学入学時か
ら「英語」が教科として位置づけられているのを２年
間前倒しした形である。第二に，2020年度から「大学
入学希望者学力評価テスト（仮称）」が，2023年度から
「高校基礎学力テスト（仮称）」が導入される予定であ
る。特に，「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」
は現行の大学入試センター試験に代わるもので，現在，
その内容についても検討されている。その検討事項の
中には，マークシート式の問題に加えて記述式問題も
出題されること，更には，英語に関しては別日程での
実施ということも含まれている。第三に，2019年度か
ら数年に一度，国公私立のすべての中学３年生に対し
英語の新テストが実施され，「聞く」，「話す」，「読む」，
「書く」の４技能を測定し，指導改善に生かす予定と
なっている。このように，日本の英語教育は小学校，
中学校，高等学校，大学入学試験にわたる大きな改革
の真っ只中にある。
　こうした中で，2009年にベネッセが発表した『第１
回英語に関する基本調査』の報告書の内容は興味深い。
学校現場ではしばしば言われていた中学入学後の（英
語が教科として始まった後の）生徒の英語学習に関し
て，あらためてデータによって裏付けられた内容と
なっている。具体的に言うと，2,967名の中学２年生を
対象に英語学習に対する意識などを聞いたアンケート
調査を実施したところ以下のことが明らかにされた。
（１）好きな教科について尋ねたところ英語は９教科
のうち８番目であった，（２）英語の授業の理解度につ
いて「ほとんど分かっている」，「70％くらい分かって
いる」と回答した生徒は約４割で，残りの約６割は「半
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分くらい分かっている」，「30％くらい分かっている」，
「ほとんど分かっていない」という回答であった，（３）
英語の学習意欲について，最も高かったのは中学１年
の始め頃で，中学１年の夏休みに急激に落ち込み，そ
のまま下降線をたどっていた（図１参照），（４）英語
を苦手と感じるようになったのは中学１年の後半で最
も多かった（酒井，2009）。また山森（2004）では，
酒井（2009）と同様に中学１年時では２学期に最も英
語学習に対する意欲が失われること，さらにそのきっ
かけについても明らかにされた。
　本研究は，特に上述（３）の英語学習に関する意欲
つまり英語学習に対する動機づけに焦点を当てたもの
で，それが具体的にどのような動機づけから構成され，
また各動機づけがどのように変化するか（あるいは変
化しないか）など，公立中学校と国内で英語イマージョ
ン教育実践している学校を対象に比較調査を行った結
果について報告するものである。従来，動機づけ研究
においては，内発的動機づけ（intrinsic motivation；
自己の楽しみや満足を得るために行う），外発的動機づ
け（extrinsic motivation；行為そのものとは切り離さ
れた目的を達するための手段として行う），そして無動
機（amotivation）に分けての分類というのが一般的で
あった。しかし，こうした分類だけでは説明しきれな
いものがあることも事実であり，近年では動機をより
精緻に分類する理論（e.g., Deci & Ryan, 1985のself-
determination theory）も提案されている。本研究で
は，市川（1995，2001）の二要因モデルを用いて，日
本人中学生の英語学習に関する動機づけについて明ら
かにしたいと考える。
　この二要因モデルの特徴は，「学習の功利性」（やれ
ば得をするし，やらないと損をする）と「学習内容の
重要性」（この内容だからこそやりたい）の二次元から
とらえた点にある。そして，「充実志向」，「訓練志向」，
「実用志向」，「関係志向」，「自尊志向」，「報酬志向」
の６つの動機づけは図２のように位置づけられる。縦
の次元から見ていくと，「この内容だからこそやりた
い」といった意識の強い上段３つと「この内容でなく
てもいい」という下段の３つがあり，他方，横の次元
では，学習による報酬の期待度が最も高いものとして
「実用志向」と「報酬志向」，極めて低いものとして「充
実志向」と「関係志向」，その中間に位置するものとし
て「訓練志向」と「自尊志向」がある。なお，「実用志
向」と「報酬志向」の違いとしては，「実用志向」が学
習内容とその効用との間に必然的な結びつきがあるの
に対して，「報酬志向」はそのような関係にない。また，
従来の内発的・外発的動機づけをこのモデルで捉えな
おすと，外発的動機づけの典型例は「報酬志向」であ
り，内発的動機づけの典型例はその対角線上にある「充
実志向」に当たる（pp.46-61）。
　本研究では，この市川（1995，2001）の動機づけモ
デルを用いて，日本国内で英語イマージョンを受けて
いる中学生を対象に英語学習に対する動機づけを明ら
かにしたい。一部の科目を除きほぼ全ての科目におい
て英語を使った授業が展開されているイマージョン下
にある生徒たちの動機づけは，そうでない生徒のもの
と比べて軒並み高いことが予想される（RQ1）。
　また，こういった動機づけはイマージョン教育を受
けていく上で変化するか（RQ2），更には，「どのよう
な動機づけを持った生徒が英語イマージョンの成果を
上げているか」，言い換えると「どのような動機づけを
持った生徒が高い英語熟達度に達しているか」（RQ3）
について探る。本調査のリサーチクエスチョンをまと
めると以下のとおりである。RQ1は，国内で英語イ
マージョン教育を実施している学校に在籍する中等部
生（中学生に相当）と一般の公立中学校の生徒の動機
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図１．英語学習に対してもっともやる気が高かった時期に
ついて：ベネッセ『第１回英語に関する基本調査：
生徒調査』（酒井，2009，p.54）より
図２．学習動機の二要因モデル（市川，2001）
づけの全体の傾向の比較を主眼に置くものである。
RQ2は，更にそれを詳細に検討しようとするもので，
中学１年から２年次にかけての変化（あるいは中学１
年入学時から２学期末にかけての変化）に着目し，一
般の公立中学校での場合とイマージョン教育実践校で
の場合とを比較しようとするものである。RQ3は，英
語学習に対する動機づけと英語学習の成果との間に有
意な関係があるかについて検討するものである。
RQ1. 英語イマージョン教育を受けている中学生と公
立中学校の生徒の英語に対する動機づけにはどのよ
うな違いがあるか。
RQ2. 英語イマージョン教育を受けている中学生の英
語学習に対する動機づけの変化は，公立中学校生徒
のそれと比べてどのように違うか。
RQ3. 英語イマージョン教育を受けている中学生の英
語学習に対する動機づけと英語熟達度の間にはどの
ような関係が見られるか。
２．調査方法
２．１　参加者
（ａ）英語イマージョン教育を実践している「ぐんま
国際アカデミー」（以下，「GKA」）中等部生（「中学生」
に相当）で，事前に調査参加について保護者の同意が
得られた生徒98名（内訳は，７年生55名，８年生15名，
９年生28名）。だたし，７年生の生徒１名について一箇
所が無回答であったためその生徒は分析から除いた。
いずれも初等部よりGKAに在籍している生徒である
ため，約７～９年間にわたりイマージョン教育を受け
ている学習者。
　なお，RQ2の参加者は２年連続で英語学習の動機づ
けに関するアンケートに回答した25名，RQ3の参加者
はTOEIC-IP（２．２節参照）を受験した92名であった。
（ｂ）公立Ｎ中学校（以下，「Ｎ中」）の生徒85名（内
訳は１年生27名，２年生24名，３年生34名）。
２．２　素材と手続き
（ａ）英語学習の動機づけに関するアンケート
　市川（2001）より18項目を用いた（付録を参照）。縦
断的研究のため，GKAでは１年の期間を空け2012年
12月と2013年12月に２回実施した。なお，中等部入学
や卒業のため，２回受験した生徒はこのうち一部であ
る。一方のＮ中では，2013年４月と2013年12月に実施
した。つまり，Ｎ中の場合は，同じ生徒に対して１学
期がはじまった時期と，夏休みをはさみ２学期が終わ
る時期の２回データを収集した。
表１．動機づけに関するアンケート実施時期
2012年12月 2013年４月 2013年12月
GKA① GKA②
Ｎ中① Ｎ中②
（ｂ）英語熟達度テスト
　2013年11月22日にGKA中等部において一斉実施さ
れたTOEIC-IP（TOEIC団体特別受験制度）―英語のコ
ミュニケーション能力を評価する国際的なテスト―を
用いてGKA生徒の英語熟達度を判定した。テスト構成
は，リスニング100問，リーディング100問の計200問
で，解答時間は２時間であった。得点は10～990点の範
囲で示された。本調査参加者のうちGKAの生徒92名が
受験した。
２．３　分析方法
　RQ1に関しては，GKAとＮ中ともそれぞれ第２回に
実施したアンケートの回答を対象に，二元配置の分散
分析（学校ｘ動機づけ志向）を行った。これらは同時
期（2013年12月）に実施され，両校とも１年生（GKA
７年生）～３年生（GKA９年生）のデータを含んでい
た。
　RQ2に関しては学校別に，まずＮ中では縦断的な方
法として，（ａ）中学１年生を対象に2013年４月と
2013年12月に実施した回答を用いて対応のあるｔ検
定を行い，更に横断的な方法として，（ｂ）2013年４月
時に中学１年生であった生徒と同時期に中学２年生で
あった生徒の回答を用いて対応のないｔ検定を行っ
た。また，GKAに関しては，第１回と第２回で実施し
たアンケートの回答を対象に，二元配置の分散分析（時
期ｘ動機づけ志向）とノンパラメトリック検定のWil-
coxonの検定を行なった。なお，このGKAの分析は縦断
的な方法となるため，入学や卒業などでどちらかの調
査しか参加しなかった生徒のデータは削除し，両調査
に参加した生徒のデータのみを残して分析を行なった。
　RQ3については，TOEIC-IPの合計点と動機づけアン
ケートの得点（動機づけ志向）でピアソンの積率相関
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分析を行った。
３．結果と考察
３．１　動機づけ尺度の信頼性
　まず，本研究で使用した英語学習に対する動機づけ
尺度（市川，1995，2001）の信頼性を確認するため，
動機づけ志向別にクロンバックαを算出した。充実志
向で.86，訓練志向で.82，実用志向で.87，関係志向で.
65，自尊志向で.90，報酬志向で.81となった。関係志
向で.70を切ったが，それ以外の志向では80を超え，
よって高い一貫性が得られた。以上の結果から，以降
の分析で関係志向の動機づけの結果を解釈する場合に
は注意する必要がある。
３．２　GKAとＮ中の生徒の動機づけの比較
　GKAとＮ中生徒の動機づけの志向別に平均値等を
表２に示した。学校ｘ動機づけ志向の二元配置の分散
分析を行ったところ，交互作用が有意であった（5, 
1080）＝16.50，＜.001。その後，どの志向で２群の
差があるかについて検証を行うため，多重比較を行っ
た。その結果，有意な差が見られたのが「充実志向」，
「訓練志向」，「実用志向」，「関係志向」，「自尊志向」
の５つであった。このうち，「充実志向」，「訓練志向」，
「実用志向」においてGKA生徒の動機づけがＮ中生徒
の動機づけよりも高く，「関係志向」と「自尊志向」に
おいてＮ中生徒の動機づけがGKA生徒の動機動機づ
けよりも高かった。
　図２（市川，2001）の学習内容の充実性を重視する
動機づけに関しては，イマージョン教育を受けている
生徒のほうが高く，学習内容の充実性とはあまり関係
ない動機づけについては一般の公立中学校に通う生徒
のほうが高いことが明らかになった。より自律的な学
習者像に近いのは，学習内容の充実性を重視した動機
づけを有する学習者である。そうすると，英語を科目
として教えるほか，伝達手段のひとつであると位置づ
け学校内で英語を使う環境にある生徒たちのほうが，
英語学習に対してはより自律した学習者であると言え
る。
　以上より，RQ1に対しては，英語イマージョン教育
を受けている学習者の動機づけは，学習内容の充実性
が重視される動機づけで，つまり「充実志向」，「訓練
志向」，「実用志向」で高く，反対に一般の公立中学校
で学ぶ生徒の動機づけは，学習内容の充実性からは離
れた「関係志向」や「自尊志向」において動機づけが
高いことが分かった。
３．３　Ｎ中の生徒の動機づけの変化：縦断的研究と
横断的研究の結果から
　一般の公立中学校に在籍する生徒の英語学習に対す
る動機づけについて，先行研究の示すように，中学入
学直後から夏休みが明けた頃にかけて動機づけが急激
に落ちるのかについて追試を行うため，本研究では，
まず縦断的研究としてＮ中の生徒１年生の入学直後
（４月）と２学期の終わり（12月）の回答を比較し，
次に横断的研究として中学１年生と中学２年生（とも
に2013年４月時点）の回答を比較した。
　前述の一点目に関して，Ｎ中１年生の４月時点と12
月時点の回答の志向別記述統計と差の検定の結果を表
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表２．英語イマージョン教育を受ける日本人中学生とＮ中
生徒の英語学習に対する動機づけの志向別記述統計
と多重比較の結果
図３．英語イマージョン教育を受ける日本人中学生とＮ中
生徒の英語学習に対する動機づけの志向別平均値の
比較
３に示した。「関係志向」を除く全てにおいて有意差が
見られた。まず，４月の方が12月よりも高かった動機
づけは「充実志向」，「訓練志向」，「実用志向」の３つ
であった。他方，12月の方が４月よりも高い動機づけ
は、「自尊志向」と「報酬志向」の２つであった。学習
内容の充実性に関係する動機づけにおいて，入学直後
から夏休みをはさんだ２学期末にかけて落ちてしまう
ということが本研究でも示された。
　続いて，中学１年生と中学２年生の同時点で比較し
たものが表４である。「訓練志向」と「実用志向」で，
１年生の方が２年生よりも有意に高いことが示され
た。先の縦断的研究結果を一部支持するものであった。
　まとめると，本研究においても，中学入学直後から
夏休みをはさんだ２学期末にかけて生徒の英語学習に
対する動機づけ，特に学習内容の充実性に関連する動
機づけでは落ちていくということが示され，これは先
行研究（酒井，2009）によって示されたものと同じ結
果であった。一方で，学習内容の充実性とは関係の薄
い動機づけはかえって入学直後から夏休みをはさんだ
２学期末にかけて高まるということが本研究で初めて
明らかになった。「成績がよいと周りに褒めてもらえ
る」などいわゆる外発的な要因に生徒の意識が向くよ
うになったという結果になった。これは，生徒は当初，
英語という教科に期待やあこがれを抱いていたもの
の，学習が進むにつれて，単語をたくさん覚えなくて
はならない，複雑な文法事項がたくさん出てくると
いった学習の大変さを実感し，また外国語などの言語
学習にはつきものである「自分が思い描くほどになか
なか上達しない」といった現実を目の当たりにして，
生徒自身が英語学習に対してまた自分自身に対して失
望してしまったことの一部表れなのかもしれない。
３．４　GKAの生徒の動機づけの変化：縦断的研究の
結果から
　前節で，一般の公立中学校における学習内容の充実
性に関連する動機づけに関して，中学入学直後から１
年間で急激に落ちてしまうということが示された。ま
た反対に，学習内容の充実性とは関係の薄い動機づけ
はかえってその１年で高まることも示された。果たし
て，こういったことがイマージョン教育を実施してい
る学校でも起こっているのであろうか，あるいはそれ
とは違った動機づけの変化があるのという点を明らか
にするため，GKAの生徒を対象にした動機づけアン
ケートの回答を分析した。
　2012年および2013年の両調査に参加したGKAの生
徒は25名であった。内訳は，2012年に７年生・2013年
に８年生だった者が９名，2012年に８年生・2013年に
９年生だった者が16名。動機づけの志向別時期別に平
均値等をまとめたものが表５である（グラフ化したも
のが図４）。二元配置の分散分析の結果，時期 x 動機づ
け志向の交互作用は有意でなかった（5）＝.36，＞.
05。時期の主効果も有意ではなかった（1）＝1.29，
＞.05。動機づけ志向の主効果のみ有意であった（5）
＝30.77，＜.001。このことは，イマージョン教育を
実施している学校では，英語学習に対する動機づけの
変化は１年の期間を置いても見られないことを表して
いる。つまり，動機づけが個人の中で安定していた。
　更に，Ｎ中の条件に近づけるため，GKA７年生から
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表３．Ｎ中１年生の2013年４月と2013年12月の動機づけ
志向別の記述統計と差の検定
表４．Ｎ中１年生と２年生（ともに2013年４月時点）の動
機づけ志向別の記述統計と差の検定
８年生にかけての変化について検証した（表６参照）。
人数は９名と少なかったため，ノンパラメトリックの
検定を行ったところ，いずれも有意な差は見られな
かった。つまり，英語イマージョン教育を実践する学
校の生徒たちを対象とした場合には，中学１年から中
学２年にかけて動機づけが低下するという現象は見ら
れなかった。
　更に，動機づけ志向別に2012年と2013年の回答の
関連の強さについて調べるため，ピアソンの積率相関
分析を行った。中程度の相関を示したのが「訓練志向」
と「関係志向」，それよりやや高かったのが「自尊志向」
と「報酬志向」，中程度よりやや低かったのが「実用志
向」と「充実志向」という結果になった（表７参照）。
図２の市川（2001）のモデルで言うと，「学習内容の充
実性」とは関連の薄い３つの志向グループ（関係志向，
自尊志向，報酬志向）のほうが，「学習内容の充実性」
が重視される３つの志向グループ（充実志向，訓練志
向，実用志向）よりもやや高い相関があったことが分
かる。つまり，「友達も勉強しているから」，「成績がよ
いと自分が他人より優れていると感じられるから」，
「テストで高得点をとったら家族に褒めてもらえるか
ら」といった動機づけのほうが，比較的変容しにくい
ものであることが分かった。
表７．英語イマージョン教育を受ける日本人中学生の英語
学習に対する動機づけの相関（ピアソンの積率相
関）：2012年と2013年の縦断的調査から
充実
志向
訓練
志向
実用
志向
関係
志向
自尊
志向
報酬
志向
	 .50＊ .60＊＊ .56＊＊ .61＊＊ .77＊＊＊ .74＊＊＊

＝25. ＊＜.05. ＊＊＜.01. ＊＊＊＜.001.
　以上から，RQ2に関して，先行研究でも言われてい
るように，公立中学校の生徒の場合，英語学習の動機
づけは中学校入学直後から中学１年の夏休みをはさみ
２学期末にかけて，特に学習の充実性に関わる動機づ
けが下がってしまうということが本研究からも明らか
にされた。他方，学習の充実性とは関連の薄い動機づ
けに関しては反対に上がることが本研究によって新た
に示された。それに対して，英語イマージョン教育を
受ける中学生の英語学習に対する動機づけは，１年間
でほとんど変化が見られなかった。このことは，他の
学校では動機づけが下がってしまうこの年代におい
て，イマージョン教育実践校では，それを下げること
なく高く保ったまま英語学習に臨めている好ましい学
習環境下にあるとも言える。更に，「学習内容の充実性」
と関連の薄い志向グループにおいて（関係志向，自尊
志向，報酬志向）両年の回答の類似性は高かった。こ
れらに関しては，GKAの生徒たちは既に初等部（他で
は小学校に該当する）入学時から英語イマージョン環
境の中にあることから、今回のように７年目から８年
目にかけて，あるいは８年目から９年目にかけての１
年間では，英語学習に対する動機づけも個人内で変容
しにくいものになってしまっているとの可能性が指摘
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表５．英語イマージョン教育を受ける日本人中学生の英語
学習に対する動機づけアンケートの記述統計（＝
25）
表６．英語イマージョン教育を受ける日本人中学生の英語
学習に対する動機づけアンケートの記述統計：中学
１年生から２年生の変化に焦点を当てて（＝９）
図４．英語イマージョン教育を受ける日本人中学生の英語
学習に対する動機づけアンケート志向別平均値：縦
断的調査から
できる。可能性としては，もし仮にGKA初等部１年生
（小学１年生）と初等部２年生（小学２年生）などで
今後，比較すれば，Ｎ中で見られたような動機づけの
変化がGKAでも見られるのかもしれない。
３．５　GKAの生徒の動機づけと英語熟達度の関係
　GKAの生徒のTOEIC-IPの平均点等を表８に示し
た。平均値604.78点は，国際ビジネスコミュニケー
ション協会が公式ウェブサイトで公表しているデータ
によると，企業海外部門の平均点679点には及ばない
ものの，この中学生という段階で，企業新入社員の平
均点507点はゆうに超えていた（国際ビジネスコミュ
ニケーション協会，n.d.）。ただし，ばらつきも大きい
ことも指摘しなくてはならない。満点990点に対して，
GKA生徒の最低点は325点で，最高点は935点であっ
た。
表８．英語イマージョン教育を受ける日本人中学生の
TOEIC-IPの記述統計
  Min. Max.
TOEIC-IP 604.78 153.15 325 935

＝91. Full score＝990.
　分散に関しては，ほぼ正規分布であることが分かる
（図５参照）。歪度を計算したところ，.17で，やや右に
裾が長いことが示されたが，それでもその値は大きい
ものではなく，やはりほぼ正規分布であると言える。
　さて，このTOEIC-IPのスコアをGKA生徒の英語熟
達度の指標として，動機づけとの関連を志向別にみた
ものが表９である。相関はないか，あるいはあったと
しても弱い相関であった（「充実志向」と「実用志向」
において５％水準で有意な相関，「自尊志向」において
は有意傾向が見られた）。英語イマージョン教育を受け
る中学生の英語学習に対する動機づけと英語熟達度と
の関係を問うRQ3の答えとしては，あまり関連がな
かったと言える。先行研究では，動機づけと学習の関
係について有意な関係があるとされるものの，学年が
あがるにつれてそういった関連が弱まってくることも
指摘されている。本研究の参加者が中学生レベルの生
徒であったということも影響しているのかもしれない。
表９．英語イマージョン教育を受ける日本人中学生の
TOEIC-IPと動機づけアンケートの相関分析結果
充実
志向
訓練
志向
実用
志向
関係
志向
自尊
志向
報酬
志向
	 .25＊ －.04 .22＊ －.10 .19! .04

!＜.10. ＊＜.05.
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が「訓練志向」，項目７～９が「実用志向」，項目10～12が「関係
志向」，項目13～15が「自尊志向」，項目16～18が「報酬志向」
に該当。
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図５．英語イマージョン教育を受ける日本人中学生の
TOEIC-IPヒストグラム
◆あなたは普段，どのような理由から英語を学習していますか。
各項目で，あてはまる数字を１つずつ選んで○を付けて下さ
い。
項目１．新しいことを知りたいという気持ちから
項目２．いろいろな知識を身につけたひとになりたいから
項目３．すぐに役に立たないにしても，勉強がわかること自体
おもしろいから
項目４．勉強することは，頭の訓練になると思うから
項目５．合理的な考え方ができるようになるから
項目６．学習の仕方を身につけられるから
項目７．学んだことは，将来の仕事にいかしたいから
項目８．勉強したことは，生活の場面で役に立つから
（しみず　まき・やまぐち　あきひろ）
項目９．勉強で得た知識は，いずれ仕事や生活の役に立つと思
うから
項目10．みんながやるから，なんとなくあたりまえと思って
項目11．周りの人たちがよく勉強するので，それにつられて
項目12．自分を支えてくれる人に認めてもらいたいから
項目13．成績が良いと，他の人より優れているような気持ちに
なれるから
項目14．勉強して良い学校を出た方が，立派な人だと思われる
から
項目15．成績が良ければ，仲間から尊敬されると思うから
項目16．学歴があれば，経済的に良い生活ができるから
項目17．学歴が良い方が，社会に出てからも得なことが多いと
思うから
項目18．成績が良いと，自分を支えてくれる人に褒めてもらえ
るから
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